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広 報 連 絡 

＜市長定例記者会見資料＞ 

 

１ 件  名  岡山芸術創造劇場の愛称決定に向けた投票の実施について 

 

２ 趣  旨  令和５年夏頃の開館に向けて、多くの人に親しまれる文化芸術施設となるよう、新劇

場にふさわしい愛称を募集したところ、全国から１,０３１件の応募がありました。 

        その応募作品の中から３つの愛称候補作品を選考したので、これら３作品について投

票を行います。その結果、最多票を獲得した作品を愛称として決定します。 

 

３ 概  要  愛称候補３作品 

ふりがな 
愛称 

応募理由 

おかげい 

岡藝 

シンプルでわかりやすい。 

ロゴにしても色々なデザインで遊べる。 

見た目も音も１番しっくりくる。 

みられ 

mirare 

音楽のイメージが沸くよう、音名のミ・ラ・レで構成し、岡山弁の「み

られ～」もイメージさせることで親しみやすい響きにした。 

発音はミラレの順に音が下がる。 

はれのわ 

ハレノワ 

晴れの国岡山「ハレ」⇒「非日常」の舞台空間を日常の中でつくってい

く劇場。「はれ」という響きは岡山県民にとって馴染み深い言葉。ハレ

の輪が広がるように、市民に身近な劇場になることを期待している。 

 

 投票期間：７月２９日から８月１３日まで 

 投票資格：だれでも投票できます。ただし１人１票とします。 

 投票方法：財団ホームページの投票専用フォームからの投票等 

 結果発表：令和３年８月下旬を予定 

 記 念 品：投票者の中から抽選で１００名の方にプレゼント 

※選考理由及び投票の詳細は、添付の資料及びチラシをご覧ください。 

 

４ 問い合わせ 公益財団法人岡山文化芸術創造 岡山芸術創造劇場 総務グループ 

        〒700-0823 岡山市北区丸の内二丁目１番１号 岡山市民会館４Ｆ会議室 

        ＴＥＬ（０８６）２２５－０１５４  ＦＡＸ（０８６）２２５－０１５６ 



岡山芸術創造劇場愛称選考委員会における選考理由について 

 

 

橋ケ谷 佳正 委員長（岡山大学教授） ≪選考総括≫ 

 
 ５つの選考基準に基づき、新劇場の愛称が、多世代の方々に受け入れられる「覚

えやすく」「親しみやすい」ものとなるよう、言葉が持つ意味だけでなく、言葉

の響きも重視しながら、異なる類型の３作品を愛称候補として選考した。 
 
 

愛称候補３作品 

ふりがな 
愛称 

応募理由 委員会での選考理由 

おかげい 

岡藝 

シンプルでわかりやすい。 

ロゴにしても色々なデザインで遊べる。 

見た目も音も１番しっくりくる。 

応募理由どおり、シンプルで分かりや

すい。 

「藝」という古い字体が洒落た印象を

与えており、古さのなかに新しさを感

じることができる。 

みられ 

mirare 

音楽のイメージが沸くよう、音名のミ・

ラ・レで構成し、岡山弁の「みられ～」

もイメージさせることで親しみやすい響

きにした。 

発音はミラレの順に音が下がる。 

言葉の響きが明るく可愛らしい。 

岡山弁をイメージさせるだけでなく、

「未来」や「晴れ」を彷彿とさせ、新

しい言葉にも感じることができる。 

はれのわ 

ハレノワ 

晴れの国岡山「ハレ」⇒「非日常」の舞

台空間を日常の中でつくっていく劇場。

「はれ」という響きは岡山県民にとって

馴染み深い言葉。ハレの輪が広がるよう

に、市民に身近な劇場になることを期待

している。 

「ハレ」という岡山らしさを取り入れ

た、明るく覚えやすい言葉。 

「ワ（輪）」という言葉の響きから

は、つながりや連携、発展性などを感

じることができる。 

 




